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…

は
じ
め
に
1

農
村
合
作
組
織
の
多
様
な
展
開
ー

中
国

の
農
村
社
会
は
、
市
場
経
済

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
二
五
年

以
上
を
経

過
す
る
が
、
農
産
物
や
農
業
生
産
資
材

の
流
通
条
件
の
整

備

は
施
設
面
に
加
え
て
制
度
的

に
も
不
十
分
で
あ
る
。
ま
た
、
市
場

情
報
や
資
金
調
達
等

の
ア
ク
セ
ス
に
お
い
て
も
都
市
に
比

べ
て
制
約

さ
れ
た
条

件
に
あ
る
。

そ
し
て
、
中
国
の

一
般
農
民
は
、
市
場
経
済

の
発
展
に
恩
恵
を
受

け
な
が
ら
、
他
方
で
、
生
産
資
材
や
農
産
物
販
売

の
取
引

に
お
い
て

不
利
な
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
。
し
ば
し
ぼ
、
生
産
資
材
売
買
に
お

け
る
詐
欺
隔
着
や
食
糧
買
付
に
お
け
る
行
政
ぐ
る
み
の
農
民
収
奪
等

が
新
聞

・
テ
レ
ビ
等
で
報
道
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
農
村
社
会

問
題
の
頻
繁
な
発
生
は
、
国
家
の
政
治
体
制
上

の
問
題
と
も
関
連
し

て
、
中
国
農
村
の
社
会
諸
制
度
や
執
行
条
件
が
整
備
途
上
に
あ
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
近
年
、
中
央
政
府

は
先
進
資
本
主
義
国
の

市
場
経
済
制
度
を
急
ぎ
導
入
し
て
き
た
が
、
地
方
農
村
で
は
実
態
と

の
不
整
合
に
加
え
て
、
基
層
政
権

レ
ベ
ル
で
の

「人
治
」

の
政
治
風

土
が
根
強
く
、
法
規

の
実
効
性
に
は
ま
だ
大
き

な
問
題
を
抱
え
て
い

る
。こ

の
状
況
下
で
、
中
国
で
の
農
村
協
同
組
合

(合
作
社
)
の
展
開

は
、
産
地
形
成
や
農
産
物
市
場
ア
ク
セ
ス
の
改
善
、
衰
退
し
て
い
る

公
的
農
業
技
術
普
及
機
関

の
農
業
サ
ー
ビ
ス

の
補
完
な
ど
に
加
え

て
、
間
接
的
に
、
農
民
側
利
害
に
即
し
た
流
通
制
度
お
よ
び
金
融
ア

ク
セ
ス
等

の
改
善
や
公
正
な
社
会
経
済

シ
ス
テ
ム
の
形
成
促
進
と
い

う
意
義
を
も

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
地
方

・
中
央
行
政

に
対
し
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て
、
農
民

の
経
済
的
利
害
を
反
映
さ
せ
て
い
く
パ
イ
プ
と
し
て
の
役

割
も
大
き

い
。

と

こ
ろ
で
、
中
国
に
お
い
て
、

「協
同
組
合
」
の
中
国
語
訳

で
あ

る

「合
作
社
」
の
歴
史
は
、

一
九
二
〇
年
代
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
内
実
は
と
も
か
く
と
し
て
、
共
産
党
政
権
以
後
も
政
府
に

よ

っ
て
多
様
な
合
作
社
が
設
立
さ
れ
た
。
現
在
の
中
国
農
村

に
お
い

て
、
主
要
な
公
称
合
作
社

の
展
開
形
態
を
整
理
す
る
と
主

に
三

つ
の

動
き
に
要
約
で
き
る
。

そ

の

一
つ
は
、
信
用
合
作
社

お
よ
び
供
錆
合
作
社

の
展
開

で
あ

る
。
両
者

は
、
革
命
政
権
樹
立
直
後
の
五
〇
年
代
に
は
、
形
式
的
に

せ
よ
協
同
組
合
と
し
て
す
で
に
存
立
し
て
い
た
が
、
文
化
大
革
命
時

代

の
混
乱
期
に
国
営
セ
ク
タ
ー
に
統
合
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
七
八
年

か
ら
の
開
放
経
済
政
策

へ
の
移
行
や
以
後

の
国
営
部
門

の
民
営
化
政

策
を
契
機
と
し
て
、
制
度
的
に
は
再
び
独
立
し
た
農
民
の
協
同
経
済

組
織
と
し

て
再
編
さ
れ
た
。

い
ず
れ
も
、
中
央
政
府

の
方
針
と
し

て
、
組
織

の
農
民
大
衆
化
、
経
営
の
経
済
的
自
立
化
、
事
業
の
農
業

サ
ー
ビ
ス
化
を
志
向
し
て
い
る
。

二

つ
目

の
動
き
は
、
人
民
公
社
解
体
を
契
機
と
し
て
、
八
二
年
か

ら
始
ま
る

「政
社
分
離

」
(行
政
と
集
団
経
済
の
分
離
)

の
農
村
組

織

の
再
編

に
よ
り
、
農
村
工
業
や
サ
ー
ビ
ス
産
業
部
門
を
担
う
多
様

な

「地
区
性
合
作
経
済
組
織
」
の
成
立

で
あ
る
。

こ
れ
は
、
郷
鎮
レ

ベ
ル
で
経
済
連
合
社

(商
工
業
等
各
種
公
司
や
農
業
サ
ー
ビ
ス

・
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
)
、
村

レ
ベ
ル
で
は
経
済
合
作
社

(灌
概
や
農
作

業
等

の
各
種
農
業
サ
ー
ビ
ス
組
織
)
な
ど
と
呼
ば
れ
、
農
民

・
農
村

社
会
に
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
展
開
し
て

い
る
。
そ
の
多
く
は
、

合
作
社

の
名
称
で
あ

っ
て
も
実
質
的

に
は
公

営
の
集
団
経
済
管
理
組

織
で
あ
る
。

第

三
の
動
き
は
、
農
村
地
域

へ
の
市
場
経

済

の
進
展
に
対
応

し

て
、
主

に
下
級
地
方
政
府
の
指
導

・
支
援
に
よ

っ
て
生
ま
れ
た
農
民

専
業
合
作
社
や
農
村
合
作
基
金
会

の
展
開
で
あ
る
。
前
者
は
、
農
村

(農
民
)
専
業
協
会
な
い
し
専
業
合
作
社
、
農

民
技
術
服
務
協
会
な

ど
と
呼
ば
れ
、
先
進
技
術
の
導
入
や
農
産
物

販
売
、
生
産
資
材
購
入

等
を
行
う
新
し
い
タ
イ
プ
の
農
村
協
同
組
織

で
あ
る
。
後
者

は
、
郷

村

の
集
団
留
保
金
や
農
民
出
資

(預
金
)
を
原

資
と
し
て
、
農
業

・

農
民
貸
付
を
行
う
農
村
庶
民
金
融
機
関

で
あ

り
、
中
央
政
府

の
指
示

に
よ

っ
て
解
散
さ
れ
る
二
〇
〇
〇
年
頃
ま
で
存

続
し
て
い
た
。

以
上
の
中
で
、
供
鎗
社
や
信
用
社
、
地
区
性

合
作
経
済
は
、
歴
史

的
に
中
央
政
府

の
方
針
に
よ

っ
て
設
立
、
育
成

さ
れ
た
経
過
か
ら
、

ム
　
　

「協
同
組
合
」
と
し
て
の
実
質

は
乏
し
い
。

こ
れ
に
対
し
、
新
興
の

農
民
専
業
合
作
社
等
は
、
地
方
政
府
幹
部
な

い
し
篤
農
家
や
農
業
技

術
普
及
員
、
農
産
加
工
企
業
等
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
、
八

〇
年
代
末
か
ら
自
生
的
に
展
開
し
て
き
た
と

い
う
特
徴
が
あ
る
。
そ

の
経
済
的
実
体
は
、
単
な
る
研
修
会
や
出
荷
組
合

の
形
態
か
ら
、
多

種
兼
営

の
事
業
組
織
、
先
進
企
業
主
導

の
イ

ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
多
様

で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
近
年
、
I
C
A
原
則
や
日
本

の
農

協
を
モ
デ
ル
に
す
る
な
ど
し
て
、
組
織

の
規
範
化
に
お
い
て
協
同
組
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合
原
則
を
意
識
的

に
取
り
入
れ
て
い
る
事
例
も
多

い
。
中
国
国
内
の

研
究
者

で
は
、
戦
前
か
ら

の
歴
史
を
も

つ
供
鎗
社
や
信
用
社
等

の

「伝
統
的

」
合
作
社

に
対
し
て
、
新
興

の
農
民
専
業
合
作
社
を

「新

型
合
作
社

」
と
し
て
区
別
し
て
呼
ぶ
場
合
も
あ
る
。

そ
し
て
現
在
、
中
国

の
農
村
経
済
専
門
誌
に
お
い
て
、
農
民
専
業

合
作
社

の
展
開
に
言
及
し
た
文
献
が
数
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
。
最
近
日
本

で
も
、
そ
の
実
態
を
詳
し
く
紹
介
し
た
文
献
が
出
て

ム　
　

い
る
。
た
だ
し
、
農
民
専
業
合
作
社

の
多
様
な
展
開
形
態
や
類
似
の

事
業
を
経
営
す
る
供
錆
社
と
の
企
業
形
態
的
な
相
違
、
あ
る
い
は
農

村
協
同
組
合
と
し
て
の
展
開
可
能
性
や
制
約
条
件
等

に
つ
い
て
は
依

然
と
し
て
曖
昧
な
理
解

に
お
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
農

民
専
業
合
作
社

の
制
度
的
特
質
に
着
目
し
て
、
新
興
の
農
民
合
作
社

の
性
格
や
展
望

に
つ
い
て
主
に
最
近

の
中
国
語
文
献

に
依
拠
し
て
検

討
し
て
み
た
い
。

農
民
専
業
合
作
社
の
展
開
過
程

ま
ず
、
農
民
専
業
合
作
社
な
い
し
農
民
専
業
協
会
と
は
、
農
民
を

社
員

(会
員
)
と
し
、
農
業
生
産

・
販
売
等
に
関
す
る
各
種

の
農
業

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
協
同
組
織
で
あ
る
。
た
だ
し
、
組
織
の
経
済
活
動

や
事
業
は
多
角
的
で
あ
る
が

一
般
に
は
信
用
事
業
を
兼
営
し
て
い
な

い
。
さ
ら
に
、
互
助
的
な
農
民
組
織
で
社
員
の
同
質
性

・
専
門
性
や

社
員
サ
ー
ビ
ス
の
目
的
性

(非
営
利
性
)
な
ど
か
ら
、
組
織
形
態
で

は
作
物
別
の
専
門
農
協
に
近

い
。
な
お
、
組
織

の
法
制
化
は
遅
れ
て

お
り
公
的
な
統

一
呼
称
が
な
く
、
実
際

の
名

称

で
は
研
究
会
、
組

合
、
専
業
社
、
協
会
あ
る
い
は

「農
協
」
な
ど
と
多
様
で
あ
る
。
農

業
部

で
は

「農
村
専
業
技
術

(服
務
)
協
会
」

な
い
し

「農
民
専
業

協
会
」
と
も
呼
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
農
村
専
業
合
作
経
済
組
織

の
名

称
や
対
象
規
定
に
関
し
て
は
、
改
め
て
後
述
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

な
お
、
事
業
内
容
は
各
専
業
合
作
社
に
よ

っ
て
多
様
で
あ
る
が
、

経
済
活
動

(事
業
)
の
内
容
や
範
囲
か
ら
そ

の
経
営
類
型
は
三

つ
に

分
か
れ
る
。

一
つ
は
、
主
に
先
進
的
農
業
技
術

の
研
修

・
学
習
活
動

を
中
心
と
す

る

「技
術
交
流
型
」

で
、

一
般

に

「研
究
会
」
と
か

「技
術
協
会
」
と
呼
ば
れ
る
。
二

つ
は
、
生
産
資
材

の
供
給
や
共
販

活
動
、
防
除
や
勇
定
の
農
作
業
サ
ー
ビ
ス
等
を
展
開
し
て
い
る

「技

術
サ
ー
ビ

ス
型
」
で
あ
る
。
三

つ
目
は
、
専
属

の
職
員
や
事
務
所
、

流
通

・
加
工
施
設
等
を
装
備
し
、
加
工

・
販
売

・
貯
蔵

・
運
輸
な
ど

多
面
的
な
事
業
を
行
う

「経
済
実
体
型
」
で
あ

る
。
特
に

「専
業
合

作
社
」

(農
業
部

の
い
う
専
業
協
会
)
と
呼
ぶ
場
合
は
、
持
続
的
な

経
済
組
織
で
あ
る
後
二
者
を
指
す

こ
と
が
多

い
よ
う
だ
。

溜

・
杜

[
一
九
九
八
]
に
よ
れ
ば
、
上
述

の
新
し
い
農
村
協
同
組

織
は
、
九
〇
年
代
半
ば
ま
で
は
次

の
よ
う
な
歴
史
を
経
て
展
開
し
て

き
た
と

い
う
。
ま
ず
八
〇
年
代

の
初
め
に
、
家
庭
生
産
請
負
制

の
進

展
と
と
も
に
、
経
営

の
自
主
権
を
獲
得
し
た
農

民
が
新
し

い
農
業
技

術
の
修
得

の
た
め
に
、
自
主
的
に
農
業
技
術

の
サ
ー
ビ
ス
組
織
を
形

成
し
始
め
た
。
全
国

の
中

で
は
四
川
省
で
最

も
早
く
展
開
し
た
と
い
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う
。
た
だ
し
、

こ
の
頃
は

「専
業
協
会
」
の
萌
芽
期

で
そ
の
動
き
は

ま
だ
中
央

に
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
誕
生
し
て
は
自
然
消
滅
し
て
い
た

と
い
う
。

そ
し
て
、
八
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
科
学
技
術
協
会
等

の
関
係

行
政
部
門

の
支
持
を
得
ら
れ
、
専
業
合
作
組
織
は
急
速
に
普
及
し
始

め
た
と

い
う
。
八
七
年
に
、
国
務
院
農
村
発
展
研
究

セ
ン
タ
ー
と
農

牧
漁
業
部

、
商
業
部
、
中
国
科
学
技
術
協
会
に
よ
る
共
同
調
査
チ
ー

ム
に
よ
れ
ば
、
全
国
の

「農
民
専
業
合
作
社
」
は
七
万
八
千
社
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
多

い
省

で
は
四
川

一
X

1
0
0
0
社
、
黒
竜
江
七
八

五
〇
社
、

湖
南
七

一
五
〇
社
、
山
東
六

一
九
五
社

で
あ

っ
た
と
い

う
。八

〇
年
代
末

か
ら
九
〇
年
代
初
め
ま
で
は
、
農
村
経
済
体
制
改
革

の
進
展
と

と
も
に
、
多
く
の
農
産
物
が
政
府
の
統
制

か
ら
離
れ
市
場

調
節

の
対
象
に
な

っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
伴

い
、
農
業
生
産

に
関
わ

る
総
合
的

な
サ
ー
ビ
ス
能
力
を
も

っ
た
専
業
協
会

が
出
現
し
て
き

た
。
農
業

部

の
統
計
に
よ
れ
ば
、
九
〇
年
時
点

で
、

「農
村
専
業
合

作
経
済
組

織
」
(非
農
業
部
門
や

「技
術
交
流
型
」
も
包
含
す
る
広

い
組
織
概
念
)
は

1
二
>>1万

1
0
0
0
社
に
達
し
、
そ
の
う
ち
農
民

専
業
協
会

は
七
万
七
〇
〇
〇
社
で
あ

っ
た
と

い
う
。
ま
た
、
科
学
技

術
協
会

の
統
計

に
よ
れ
ば
、
九
二
年
時
点
で
、
農
村
専
業
協
会

=
二

万
、
農
家
会
員
約
五
〇
〇
万
戸

(全
農
家
の
約
二
%
に
相
当
)
に
達

し
た
と
い
う
。

九
四
年

に
な
る
と
、
国
務
院
が
農
業
部
に
対
し
て
、
農
民
専
業
合

作
組
織
を
支
持

・
指
導
す
る
行
政
管
理
部
門
で
あ
る
こ
と
を
明
確

に

し
た
。
以
後
、
農
業
部

の
関
係
行
政
文
書

で
は
、
農
民
が
自
主
的

に

組
織
し
た
各
種
事
業
合
作
社
と
サ
ー
ビ
ス
組
織

を

「農
民
専
業
協

会
」
と
総
称
し
、
そ
の
調
査
を
進
め
る
こ
と
に
な

っ
た
と
い
う
。
な

お
、
九
三
年
時
点
で
農
村
専
業
合
作
経
済
組
織

は

一
四
六
万
三
〇
〇

〇

で
、
そ
の
う
ち
農
民
専
業
協
会
が
九
万
五
〇
〇
〇
を
占
め
た
。
そ

の
専
業
協
会

の
中
で
、
協
会
数
が
五
千
を
超
え

る
省
は
、
河
北
二
万

六

一
五
、
山
東

一
万
九
四
八
、
河
南
七
二
七
八
、
陳
西
六
五
四
四
、

江
蘇
五
六
三
〇
、
黒
竜
江
五

一
〇
四
で
あ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
九
四
年

に
、
農
業
部

は
関
係
部
門
と

の
共
同
で
、
「農
民
専

業
協
会
模
範
章
程
」
を
起
草
し
て
い
る
。

こ

の

「通
知
」
と

「章

程
」
で
専
業
協
会

の
設
立
は
さ
ら
に
前
進
し
た
と
い
う
。
農
業
部

の

統
計
に
よ
れ
ば
、
九
六
年
末
時
点
で
農
村
専
業

合
作
経
済
組
織
は

一

五
〇
万
に
達
し
、
そ
の
う
ち
、
販
売

・
購
買
や
加
工
事
業
等
を
経
営

す
る

「経
済
実
体
型
」
が
約

一
割
を
占
め
た
と

い
う
。

九
〇
年
代
半
ば
以
降
に
な
る
と
、
農
産
物
全
体
的
に
過
剰
傾
向
が

強
ま
り
、
農
業
経
営
は
価
格
低
迷
や
販
売
難
に
直
面
す
る
。
そ

の
せ

い
か
こ
の
頃
、
農
民
専
業
合
作
組
織
の
展
開
も
停
滞
し
た
も
よ
う
で

あ
り
、
文
献
で
の
統
計
的
紹
介
が
少
な
く
な
る
。
も

っ
と
も
、
専
業

合
作
社

(専
業
協
会
)
の
全
国
的
な
展
開
状
況

に
関
し
て
、
信
用

で

き
る
正
確
な
統
計
は
な
い
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
問
題

は
、
後
述
す
る

よ
う
に
、
専
業
合
作
社
の
定
義
や
企
業
形
態
の
曖
昧
性
、
登
録
行
政

機
関

の
混
乱
に
も
起
因
し
て
い
る
。
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中国18省 ・市の農民合作経済組織の展開状況表1

省 ・市
合作社
総数

社員数

(万人)

農家数

対比(%)
統計年 省 ・市

合作社
総数

社員数

(万人)

農家数

対比(%)
統計年

山 東 15,395 126 6.2 2003 重 慶 1,590 26 3.7 2003

漸 江 1,969 23 2.0 2002 天 津 1,438 26 23.4 2002

江 蘇 5,167 134 8.5 2002 安 徽 3,845 89 7.1 2003

北 京 1,457 一 一 2003 黒竜江 2,816 43 9.0 2003

河 北 4,021 283 19.9 2002 吉 林 9,300 32 8.5 2002

湖 南 6,000 一 一 2003 陳 西 ':11 97 13.9 2003

四 川 10,053 118 6.0 2003 海 南 4,406 2 2.2 2002

河 南 8,473 183 9.2 2003 雲 南 1,162 3 0.4 2004

江 西 6,800 一 一 2002 貴 州 1,079 7 0.9 2004

注:「農家数対比(%)」 とは、各省 ・市の農家総戸数 に占め る社員数 の割合をい う。

出所:苑 鵬[2005]か らの引用 による。原資料は、農業部 『農民合作経済組織試点工作総

結 会議資 料』 お よび 『農村経 営管理』2004年 第3期 ～第5期 に掲載 された各省農 民合

作経済組織 の発展に関する紹介に基 づ く。

最
近
の
農
民
合
作
組
織

の
設
立
状
況
に
関
し

て
は
、
苑
鵬

[
二
〇

〇
五

二

五
七
]

の
紹
介
が
あ
る
。
農
業
部

(農
村
経
済
体
制
与
経

営
管
理
公
司
)

の
統
計
に
よ
れ
ば
、
〇
四
年

で
規
範
化
さ
れ
た
各
種

農
民
合
作
経
済
組
織
は

一
五
万
以
上
で
、
そ
の
う
ち
農
民
専
業
協
会

が
約
六
五
%
、
専
業
合
作
社
は
約
三
五
%
で
あ
る
と
い
う

(両
者

の

区
別

は
不
明
)
。
苑
は
ま
た
、
農
業
部

の
各
種
文
献

(〇

二
年
～
〇

四
年
)
か
ら
、

一
八
省

(市
)
の

「農
民
合
作
経
済
組
織
」
の
設
立

状
況
を
ま
と
め
て
い
る
。
表
1
に
見
る
よ
う
に
、
合
作
社
数

で
最
も

多

い
省
が
山
東

(
一
万
五
三
九
五
社
)
で
、
四
川
、
陳
西
、
吉
林
が

一
万
社
前
後
と
続
く
。
ま
た
、
社
員
数

で
は
、
河
北

(
二
八
三
万

人
)
が
最
大
で
、
河
南

(
一
八
三
万
人
)
、
江
蘇

(
一
三
四
万
人
)、

山
東

(
一
二
六
万
人
)、
四
川

(
一
一
八
万

人
)
と
続
く
。

そ
し

て
、
農
家
組
織
率

で
は
、
天
津

(
二
三

・
四

%
)、
河
北

(
一
九

・

九
%
)、
陳
西

(
=
二
・九

%
)
が
高

い
。

ま
た
、
全
国
供
錆
合
作
総
社

の
粗
い
統
計

に
よ
れ
ば
、
〇
三
年
末

に
系
統
内
の
専
業
合
作
社

は

一
万
四
千
社
以
上

で
、
そ
の
う
ち
耕
種

業
四
四
・七
%
、
養
殖
業

一
五
・三
%
、
そ
の
他
四
〇
・○
%
、
入
社

農
家
戸
数
三
五

一
万

一
四
〇
〇
人
、
出
資
総
額

=
二
億
六
〇
〇
〇
万

元
と
い
う
。
さ
ら
に
、
中
国
科
学
技
術
協
会

で
は
、
〇
三
年
末
に
農

村
各
種
専
業
技
術
協
会

は
九
万
九
九
六
八
で
、
会
員
七
七
三
万
人
、

そ

の
う
ち
県
レ
ベ
ル
の
農
村
専
業
技
術
協
会
が
約
九
万
で
九
割
を
占

め
る
と
い
う
。

こ
れ
ら
統
計
の
正
確
性
や
信
頼
性
は
低
い
の
だ
が
、

「技
術
サ
ー
ビ
ス
型
」
や

「経
済
実
体
型
」

の
専
業
合
作
社

の
農
家
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組
織
率
は
、
現
状
で
は

一
割
に
も
満
た
な

い
と
い
え
そ
う
だ
。

苑
鵬
に
よ
れ
ば
、
最
近
に
な

っ
て
、
農
民
合
作
経
済
組
織

に
対
す

る
政
府
か

ら
の
支
援
が
強
ま

っ
た
と
い
う
。
そ
の
契
機
は
、
後
述

の

よ
う
に
〇

二
年

の
改
正
農
業
法

で
農
民
専
業
合
作
経
済
組
織

に
対
す

る
政
府
支
持
が
明
確
に
規
定
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
〇
四
年

の
中
共

中
央

・
国
務
院

の

一
号
文
件
に
お
け
る

「関
係

の
農
民
専
業
合
作
組

織
の
立
法

工
作
を
積
極
的
に
推
進
せ
よ
」
と
い
う
指
示
で
あ
る
。

こ

れ
に
基
づ

い
て
、
中
央
お
よ
び
地
方
政
府
は
当
年
に
、
農
民
専
業
合

作
組
織
の
情
報
、
技
術
、
訓
練
、
販
売
等
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

に
対
し

て
、
専
用
資
金

の
助
成
を
設
け
た
と
い
う
。
ま
た
、
財
政
部

は
〇
三

年
に
二
千
万
元
、
〇
四
年
に
五
千
万
元
の
専
用
資
金
で
財
政
補
助

の

試
験
的
活
動
を
実
施
し
、
農
業
部
も
〇
四
年
に
二
千
万
元
を
農
民
合

作
経
済
組

織

の
モ
デ
ル
建
設
に
充
て
、
〇
五
年
も
継
続
す
る
予
定
だ

と
い
う
。
そ
の
ほ
か
、
各
省

・
市

で
も
、
地
元

の
農
民
合
作
経
済
組

織

の
発
展

に
対
し
て
、
数
十
万
元
か
ら
数
千
万
元
の
財
政
補
助
を
し

て
お
り
、
特
に
専
用
資
金

一
千
万
元
以
上
の
省
は
、
山
東
、
漸
江
、

黒
竜
江
等

で
あ
る
と

い
う

[苑

二
〇
〇
五

二

六
六
]
。

二

農
村
合
作
経
済
組
織
の
企
業
形
態

H

合
作
組
織
の
名
称
混
乱
と
法
人
規
定

農
村
合
作
経
済
組
織
の
名
称
や
対
象
に
つ
い
て
は
、
農
業
部
や
地

方
行
政
機
関
は
も
と
よ
り
、
農
村
経
済
研
究
者

の
間
に
お
い
て
も
統

一
し
て
い
な
い
。

一
般
的
に
は
、
農
民

(農
村
)
専
業
協
会
、
農
村

(農
民
)
専
業
合
作
社
、
農
民
技
術
服
務
協
会

と
い
う
表
現
が
多

い

よ
う
だ
。
ま
た
、
現
地
政
府
の
合
作
経
済
組
織

の
登
録
や
管
轄
行
政

窓
口
も
明
確
で
な
く
、
科
学
技
術
委
員
会
や
民
政
局
、
工
商
局
、
農

村
経
済
管
理
局
な
ど
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
混
乱

の
直
接
的
原
因
は
、
現
行

法
律
に

「合
作
社
」

に
関
す
る
組
織
な

い
し
法
人
の
規
定
が
な

い
た
め
で
あ
る
。

い
ま
、

現
在

の
登
記
条
例

の
中

で
、
認
知

し
て

い
る
法
人
は
、
「企
業
法

人
」
、
「事
業
単
位
」
、
「社
会
団
体
」、

「民
弁
非
企
業
単
位
」

の
四

つ

で
あ
り
、
「合
作
社
」
に
該
当
す
る
特
別

の
法
人
規
定
は
な

い
。
そ

し
て
、
現
行
法
規
で
は
、
農
村
合
作
経
済
組
織

は
そ
の
性
格

の
特
徴

に
よ
っ
て
、
部
分
的
に
複
数
法
人

の
登
記
条
例

の
規
定
に
当
て
は
ま

る
。
例
え
ば
、

「集
団
所
有
制
経
済
」
と

い
う
意
味

で
は

「企
業
法

人
」
(集
団
所
有
制
企
業
)
に
、
「非
営
利
性
」

の
社
会
組
織
と
し
て

は
、
「社
会
団
体
」
や

「民
弁
非
企
業
単
位
」

に
該
当
す

る
。
こ
れ

ま
で
の
経
過
か
ら
、
供
錆
合
作
社
や
消
費
合
作
社
、
農
業
生
産
合
作

社
等

の
場
合
は
、
「集
団
所
有
制
経
済
」
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
、

そ
の
所
轄
行
政
部
門
も
工
商
管
理
部
や
農
業
部
系
統
等
と
明
確
で
あ

る
。一

方
、
新
興

の
農
民
専
業
合
作
社

(専
業
協

会
)

の
場
合
、
そ
の

中

に
は

「技
術
研
究
会
」
や

「技
術
普
及
組
織
」
な
ど
経
済
事
業
を

経
営
し
な
い
組
織
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
上
記

の

「社
団
法
人
」
や
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「民
弁
非
企
業
単
位
」
と
し
て
、
登
記
管
理
機
関
が
民
生
部
門
の
例

も
あ
る
。
そ
し
て
、
何
ら
か
の
事
業
を
行
う
場
合
、
納
税
義
務
と
の

関
係
か
ら
工
商
管
理
局
に
届
け
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
混
乱
の
も
う

一
つ
の
原
因
は
、
農
民
専
業
合
作
社

の

育
成

に
関
し
て
、
供
錆
社
系
統
に
加
え
て
、
農
村
経
済
管
理
部
門
や

科
学
技
術
委
員
会
、
農
学
会
、
農
村
貧
困
対
策
部
署
な
ど
多
様
な
行

政
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自

に
推
進

し
て
お
り
、
横
断
的
な
調
整
に
欠

け
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
企
業
形
態
的
な
視
点
か
ら
、
現

行
の
農
村
合
作
経
済
組
織
の
多
様
性
を
類
型
的
に
捉
え
て
み
よ
う
。

口

農
村
合
作
経
済
の
二
つ
の
企
業
形
態

ま
ず
、
農
村
合
作
経
済
組
織
を

「継
続
的
な
事
業
活
動
」

の
有
無

で
、

「合
作
社
型
」
と

「協
会
型
」
に
大
き
く
分
け
て
み
よ
う
。
前

者
は
、
専
従
職
員
や
固
定
的
施
設

・
建
物
等

の
経
済
実
体
が
あ
り
、

金
融
や
農
産
物
販
売
、
生
産
資
材
購
買
等
の
事
業
な
ど
、
経
常
的
な

経
済
活
動

を
行
う
共
同
組
織

で
あ
る
。
前
述

の
専
業
合
作
社

の
類
型

で
は
、
「技

術
サ
ー
ビ
ス
型
」
お
よ
び

「経
済
実
体
型
」
が
該
当
す

る
。他

方
の

「協
会
型
」
は
、
経
済
的
な
事
業
活
動
を
伴
わ
ず
、
主
に

栽
培
技
術
等
の
研
修
会
や
講
習
会
等

の
生
産
者
組
織
で
あ
り
、
前
節

の

「技
術
交
流
型
」
に
対
応
す
る
。

一
般
に
、
中
国
で

「協
会
」
の

名
称
を
も

つ
組
織
は
、
行
政
と
の
対
応

(政
府

へ
の
要
請
や
政
策
の

浸
透
)
機
関
で
あ
る
業
界
団
体

(行
業
協
会
)
で
、
不
動
産
協
会
、

消
費
者
協
会
な
ど
の
社
会
団
体
法
人
で
あ
る
。

こ
の
意
味
で
、
生
産

者
の
各
種
研
修
会
は
、
経
済
事
業
団
体

で
な

い

「協
会
」
の
組
織
的

性
格
に
似
て
い
る
。

な
お
、
農
民
戸
籍
を
も

つ
者

(農
民
)
に
は
、
主

に
農
業
生
産
に

従
事
し
て
い
る
専
業
的
農
家

(専
業
戸
)
と
非
農
業
従
事
が
多

い
兼

業
農
家
と
に
分
け
ら
れ
る
。
従

っ
て
、

「協
会
型
」
は
さ
ら
に
、
専

業
戸

の
農
業
関
連
組
織
と
兼
業
農
家

の
非
農
業

関
連
の
活
動
組
織
に

形
式
的
に
分
類
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
後
者

の
例
は
少
な
い
。
そ
こ

で
、
前
者

の
農
業
生
産
者
組
織
を
特

に

「農
民
専
業
協
会
」
と
呼
ぶ

こ
と
に
し
よ
う
。

他
方
、
「合
作
社
型
」
は
、
自
己
資
本
な

い
し
剰
余
金

の
所
有

・

分
配
形
態
に
よ

っ
て
、

「私
有

(個
人
所
有
)
型
」
と

「公
有

(集

団
所
有
)
型
」
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
ず
、

「公

有
型
」
と
は

「集
団

所
有
制
経
済
組
織
」
で
あ
り
、

「公
積
金
」

(内
部
留
保
)
や

「公
益

金
」
(集
団
福
利
金
)
な
ど
社
員
個
人
に
分
割

で
き
な
い
集
団
財
産

(不
分
割
基
金
)
を
形
成
す
る
。
ま
た
、
経
営
成
果

(剰
余
金
)

に

対
し
て
利
用
配
当
は
な
く
、
社
員
分
配
よ
り
も
集
団
基
金

の
造
成
、

あ
る
い
は
、
福
利
厚
生
や
報
償
金
な
ど
で
従
業

員

へ
の
分
配
が
優
先

さ
れ
る
。

こ
の

「公
有
型
」
は
、
特
定
作
目
生
産
の
農

民
に
限
定
せ
ず
、
地

域
に
居
住
す
る
す
べ
て
の
農
民
が
組
織
化
の
対

象
と
な
り
、
後
述
の

「専
業
」
合
作
社
に
対
し
て

「農
村
」
合
作
社

と
し
て
の
性
格
を
も

つ
。

こ
の
類
型
に
は
、
農
村
信
用
合
作
社
、
供
錆
合
作
社
、
地
区
性
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合
作
経
済
組
織

(郷
鎮
経
済
連
合
社
や
村
経
済
社
等
)
、
ま
た
、
郷

村
集
団
企

業
等

が
出
資

(株
式
)
制

に
転
換
し
た
株
式
合
作
制
企

業
、
二
〇
〇
〇
年
ま
で
存
続
し
て
い
た
旧
農
村
合
作
基
金
会
が
該
当

す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、

「私
有
型
」
は
、
合
作
社

の
純
財
産
や
剰
余
金

の
す
べ
て
が
各
社
員
の
持
分
に
帰
属
し
、
ま
た
、
出
資
社
員
の
み
に

出
資
配
当

や
利
用
配

当

の
受
益
権

が
あ
る
。
要
す
る
に
、
「私
有

型
」
と
は
、
社
員
が
個
人
的
に
出
資
を
契
機

と
し

て
合
作
社

(財

産
)
を
所
有

・
支
配
し
、
ま
た
そ
の
経
営
成
果
を
享
受
し
、
社
員
で

な
い
従
業
員
や
超
私
経
済
的
な
郷
村
社
会

(政
府
)
の
支
配
を
受
け

な
い
。

こ
の

「私
有
型
」
を
さ
ら
に
細
分
化
し
て
捉
え
る
と
、
ま
ず
、
社

員
11
利
用
者

の
協
同
組
合
で
あ
る
狭
義

の

「農
民
専
業
合
作
社
」
が

分
類

で
き

る
。

一
般

に
、
中
国

で

「農
業
協
同
組
合
」
(専
門
農

協
)
の
形
式
を
備
え
て
い
る
合
作
組
織
は
こ
の
類
型
に
該
当
す
る
。

第
二
の
タ
イ
プ

は
、
社
員

の
生
産
な

い
し
事
業
自
体
を
共
同

(経

営
)
化
す

る

「生
産

(事
業
)
合
作
社
」
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
労
働

者
生
産
協

同
組
合
に
相
応

す
る
。

こ
の
類
型
は
さ
ら
に
、
そ

の
農

業

・
非
農
業
の
区
分
や
共
同
化

の
対
象
に
よ
っ
て
、
農
業
生
産
合
作

社

(農
業
生
産
共
同
組

織
)
、
農
業
サ
ー
ビ
ス
事
業
合
作
社

(農
作

業
受
託
組
織
や
水
利
事

業
組
合
等
)、
農
村
商
工
業
等
合
作
社

(
い

わ
ば
事
業
協
同
組
合

)

に
分

か
れ
る
。
ま
た
、
出
資
構
成
に
お
い

て
、
集
団
株
の
割
合
が
低
く
、
経
営
者
持
株
比
率

の
高
い
株
式
合
作

制
企
業
の

一
部
も
こ
の

「私
有
型
」
に
含
ま
れ

よ
う
。
以
上
の

「私

有
型
」
の
合
作
社
は
、
特
定
作
目
生
産
な
い
し
事
業
を
経
営
す
る
農

民
の
組
織
な
い
し
特
定
事
業
に
特
化
し
た
経
済
組
織

で
あ
り
、
必
然

的
に

「専
業
」
合
作
社
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
分
類
す
る
と
、
農
村
合
作
経
済
組
織
の
諸
形
態

は
図
1
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。
こ
こ
で
、
農
民
専
業
協
会
と
農
民

専
業
合
作
社
と
を
総
称
し
て
農
民
専
業
合
作

(経
済
)
組
織
と
し
よ

う
。
そ
れ
は
、
後
述

の
農
業
部

「模
範
定
款
」

や
制
定
間
近
の

「農

民
専
業
合
作
経
済
組
織
法
」
の
対
象
と
ほ
ぼ
重

な
る
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
中
国
憲
法

で
は

「公
有
型
」

(「集
団
所
有
制
」
)

の

み
が

「合
作
社
」
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の

「公
有
制
」
に

は

「全
民
所
有
制
」

(国
有
)
と

「労
働
大
衆

集
団
所
有
制
」
と
が

あ
り

(憲
法
第
六
条
)、
供
錆
社
や
信
用
社
等

の
伝
統
的
合
作
社
は

後
者
に
属
す
る
。
そ
こ
で
は
、
合
作
社
は
集
団

所
有
制
経
済
と
し
て

公
積
金
や
公
益
金
、
純
財
産

は
社
員
に

「不
分
割
」
で
あ
る
。
そ
の

こ
と
が
、
合
作
社
の
運
営
に
お
い
て
地
方
政
府

が
関
与
す
る
物
的
根

拠
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
合
作
社
持
分
の
私
的
所

有
を
基
本
と
す
る
新
興
の
専
業
合
作
社
や
専
業
協
会

の
企
業
形
態
と

は
大
き
く
里
ハな
る
。

そ
こ
で
ま
た
、
「合
作
社
」
の
名
称
を
憲
法

規
定

の

「集
団
所
有

制
経
済
」
に
限
定
す
れ
ば
、

「私
有
型
」

の
新

し
い
合
作
経
済
組
織

は
、
「研
究
会
」
と
か

「協
会
」
と
い
う
別
の
名
称
を
使
用
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
あ
る
い
は
、

「合
作
社
法
」

の
制
定

に
よ

っ
て
、
憲
法
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図1農 村合作 経 済組織 の諸形 態

出所:青 柳[2002]所 収の図14-1を 一部修正 して作成。

こ
こ
で
、
八
〇
年
代
か
ら
登
場
し
て
き
た
農
民
専
業
合
作
組

織
に

つ
い
て
、
さ
ら
に
そ
の
展
開
形
態
の
特
徴
を
類
型
的

に
捉

え
て
み
た
い
。

ま
ず
、
農
業
部

の

「全
国
農
村
専
業
性

合
作
お
よ
び
連
合
組

織
状
況
統
計
表
」
(九
三
年
)
に
よ
れ
ぼ
、
「農
村
専
業
合
作
経

済
組
織
」
と
は
、

「生
産
経
営
合
作
」、

「生
産
服
務
合
作
」、

「専
業
協
会
」

の
三

つ
に
分
類
集
計
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
農
業

部
統
計
と
図
1

の
規
定
と
を
対
応
さ
せ

る
と
次

の
よ
う

に
な

る
。
「生
産
経
営
合
作
」
は

「農
業
生
産
合
作
社
」
と

「農
村

商
工
業
等
合
作
社
」

に
該
当
す

る
。
ま

た
、

「生
産

服
務
合

作
」
に
は

「農
業
サ
ー
ビ
ス
事
業
合
作
社
」
に
相
応
す
る
。
そ

し
て
、

「専
業
協
会
」
に
は
、
「農
民
専
業
協
会
」
と

「農
民
専

業
合
作
社
」、

「株
式
合
作
制
企
業
」
(
一
部
)
が
含
ま
れ
る
。

こ
れ
ら
の
合
作
組
織
の
う
ち
、
新
技
術
導
入
の
研
修
会
組
織

で
あ
る

「農
民
専
業
協
会
」
と
生
産
資
材

の
共
同
購
入
や
農
産

物
共
販
、
さ
ら

に
は
加
工
事
業
等
と
い
う

「農
民
専
業
合
作

社
」
が
利
用
協
同
組
合
と
し
て
の
性
格

を
も

つ
。
た
だ
し
、
実

徴特的渡錦嵌麟噺織飴略中塒

日

農
民
専
業
合
作
社
の
展
開
類
型
と
主
要
形
態

第
六
条
規
定
に
当
て
は
ま
ら
な
い

「私
有
型
」
を
新
た
に

「合

作
社
」
と
し
て
法
的
に
認
知
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
に
お
い

て
、

「合
作
社
法
」
を
制
定
す
る
さ
い
に
現
行
法
規
定
と
の
整

ム
ヨ
　

合
性

の
問
題
が
生
ず
る
。



際
の
運
営
形
態

の
内
実
に
お
い
て
、
必
ず
し
も
協
同
組
合
的
特
質
を

備
え
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。

こ
こ
で
、
特

に

「農
民
専
業
合
作
社
」
に
限

っ
て
そ
の
展
開
形
態

の
多
様
性

を
さ
ら
に
細
か
く
類
型
規
定
し
て
み
よ
う
。
そ
の
さ
い
、

専
業
社

の
組
織
化
の
担
い
手
は
、
先
進

(竜
頭
)
企
業
や
先
進
大
規

模
農
家
、

供
錆
社
系
統
、
県

・
郷
政
府
な
ど
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ

の
組
織
化

主
体

の
視
点
か
ら
組
織
形
態
の
性
格
を
特
徴
づ
け
て
み
よ

う
。第

一
は
、
県

・
郷
鎮
政
府
や
村
等

の
主
導
に
よ

っ
て
組
織
さ
れ
、

そ
の
経
営
者

の
ほ
と
ん
ど
は
行
政
幹
部
が
兼
任
し
て
い
る
よ
う
な
専

業
社

で
あ

る
。

こ
れ
を

「郷
村
集
団
企
業
型
」
と
呼
ん
で
お
こ
う
。

第
二
は
、
供
錆
社

の
先
導
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
生
産
資
材
供
給
や

農
産
物
販
売
、
資
金
お
よ
び
人
材
面

に
お
い
て
供
錆
社
と
結
び

つ
き

の
深
い
専
業
社
を

「供
錆
社
系
列
型
」
と
し
よ
う
。
第
三
は
、
郷
鎮

企
業
や
国
営
企
業
等

の
原
料
農
産
物
生
産
の
下
請
組
合
で
あ
る
よ
う

な
組
織

で
、

こ
れ
を

「企
業
イ

ン
テ
グ
レ
ー

シ
ョ
ン
型
」
と
呼
ぼ

う
。
第

四
に
、
技
術
革
新

の
先
覚
者
や
篤
農
家

に
よ

っ
て
先
導
さ

れ
、
実
質
的

に
は
そ
の
大
規
模
専
業
戸
が
運
営
す
る
よ
う
な
企
業
的

専
業
社
を

「個
人
企
業
型
」
と
し
よ
う
。
そ
し
て
第
五
に
、
ど
の
先

導
者

の
設
立

で
あ
れ
、
協
同
組
合
的
な
規
範
に
よ

っ
て
実
質
的
に
運

営
さ
れ
て
い
る
農
民
協
同
組
合
的
な
専
業
社
を

「協
同
組
合
型
」
と

呼
ぶ
こ
と

に
し
よ
う

(以
上
は
図
1
に
示
す
)
。

こ
れ
ら

の
諸
類
型
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
程
度
、
展
開
し
て
い
る
か
に

つ
い
て
は
、
統
計
的
に
確
認

で
き
る
資
料
を
も
た
な

い
。
た
だ
し
、

こ
れ
ま
で
の
関
連
文
献
や
調
査
報
告
資
料
等
か
ら
散
見
す
る
限
り
、

現
状
で
最
も
代
表
的
な
展
開
形
態
は
、
地
域
政
府
に
よ
っ
て
先
導
さ

れ
た

「郷
村
集
団
企
業
型
」

の
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
と

い
う
の
は

一

般

に
、
農
民
専
業
協
会
や
農
民
専
業
合
作
社

の
発
展
に
と
っ
て
、
多

様
な
面
で
地
方
政
府

の
支
援
や
保
護
を
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
実
態
と
し
て
の
農
民
合
作
経
済
組
織

の

「協
同
組
合
」

的
性
格
を
把
握
し
た
い
の
だ
が
、

こ
の
面
か
ら
捉
え
た
全
国
的
な
統

計
は
な

い
。
そ
こ
で
、
断
片
的
情
報
と
し
て
孔

・
郭

[
二
〇
〇
六
]

の
調
査
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。
孔

・
郭

に
よ
れ
ば
、
中
国
人
民
大
学

の
農
業
与
農
村
発
展
学
院

の
学
生
に
、
〇
五
年

の
冬
休

み
の
帰
郷
を

利
用
し
て
、
地
元
の
合
作
組
織
に
対
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
わ

せ
た
と
い
う
。
有
効
回
答

の
合
作
社
数
は

一
七
六
で
、
そ
の
所
在

は

二
一二
省
に
及
ん
だ
。
そ
の
調
査
結
果
に
実
態
の
代
表
性
を
見
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
農
民
合
作
経
済
組
織

の
現
状

の
性
格
に
関
す
る
参

考
知
識
に
は
な
ろ
う
。

ま
ず
、
合
作
社

の
経
営
責
任
者
の
身
分
は
、

一
七
六
社

の
う
ち
六

二
社

(
三
五

・
二
%
)

が
農
民

で
最

も
多
く
、
そ

の
他
は
村
幹
部

(
二
五
・○
%
)
と
有
能
な
技
術
者

(
二
〇
・五

%
)
で
占
め
る
。
ま

た
、
責
任
者

の
主
要
な
収
入
源
で
は
、
農
業

(三
六

・四
%
)
と
給

料

(
二
七
・
三
%
)
、
自
営

(
一
九
・九
%
)
に

ほ
ぼ
分
か
れ
る
。

こ

の
よ
う
な
点

か
ら
、
三
分

の

一
以
上
は
農
民

(農
業
従
事
者
)
が

リ
ー
ダ
ー
の
協
同
組
織
と

い
え
よ
う
。
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農
民
合
作
経
済
組
織
の
業
務
範
囲

で
は
、
村
内

(三
六
・四
%
)、

郷
内

で
複

数
村
を
跨
ぐ

(
二
三

・
九
%
)、
県
内

で
複
数
郷
を
跨
ぐ

(
一
九
・三

%
)
と

い
う
割
合

で
、
郷
村
以
下
の
組
織
化
が
多
数
を
占

め
て
い
る
。
社
員
大
会
で
の
議
決
方
式

で
は
、

一
人

一
票
制
が
最
も

多

く

(六

〇
%
)
、

一
株

一
票
制

(
二
五
%
)、

一
人
多
票
制

(
一

四
%
)
と
続
く
。
合
作
社

の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
内
容

に
お
い
て
は

(複
数
回
答
)、
農
産
物
販
売

一
二
三
社
が
最
も
多
く

(七
〇
%
)、

技
術
指
導

=

九
社
、
生
産
資
材
供
給
七
九
社
、
情
報
等
提
供
七
九

社
、
技
術

・
管
理
研
修
七
二
社
、

そ
の
他
三
〇
社
と
な

っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
利
潤
の
分
配

(利
益
還
元
)
方
法
に
お
い
て
は
、
利
用
高

配
当
が
五
五
・七
%
で
、
出
資
配
当
が
六
三
二

%
で
実
施
し
て
い

た
。以

上

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

か
ら
だ
け
で
全
体

の
状
況
を
判
断

す
る
こ
と
は
無
謀
で
あ
る
。
た
だ
し
、
他

の
個
別
事
例
研
究
の
文
献

を
も
併
せ

て
検
討
し
て
み
る
と
、
農
民
協
同
組
合
と
し
て
の
内
実
を

備
え
た
農

民
専
業
合
作
社

(協
同
組
合
型
)
が
、
現
状
で
も

一
定
程

度
展
開
し

て
い
る
と
い
え
そ
う
だ
。

三

合
作
社
法
制
定
へ
の
動
き

以
前
よ
り
、
農
村
合
作
社

の
登
記
や
権
利
擁
護
等

の
問
題
か
ら
、

合
作
社
法

の
制
定
が
要
請
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、

こ
こ
で
、
法
制
定

化

の
動
き

に
つ
い
て
取
り
上
げ

て
み
よ
う
。

革
命
政
権
以
後
、
合
作
社
法
の
制
定
は

一
九
五
〇
年
代
初
め
に
劉

少
奇
に
よ
っ
て
試

み
ら
れ
た
歴
史
が
あ
る

[
青
柳

二
〇
〇
二

"
七

〇
]
。
そ
の
後
、
長
ら
く
法
制
定

の
動
き
は
閉

ざ
さ
れ
た
の
だ
が
、

九
〇
年
代

に
入

っ
て
、
供
錆
合
作
社
法

の
制
定
要
求
が
高
ま
っ
て
く

る
。
そ
れ
は
、
次

の
よ
う
な
経
過
を
辿

っ
た

(以
下
は
張

[二
〇
〇

一
"
五
四
]
に
よ
る
)。

ま
ず
、
九
五
年

の
中
共
中
央
五
号
文
件
で
、
供
錆
合
作
社
法
の
立

法
工
作
を
急
ぐ
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
同
年

一
〇

月
に
全
国
供
錆
総
社

は
、
国
務
院
に
対
し
て
全

国
人
民
代
表
大
会
常

務
委
員
会

の
立
法
計
画
に
供
錆
合
作
社
法
を
組

み
入
れ
る
こ
と
を
要

請
し
た
。
そ
の
後
、
九
六
年
お
よ
び
九
七
年
に
、
国
務
院

は
供
錆
合

作
社
法
を
立
法
計
画

の

「
二
類
」
(調
査
研
究

お
よ
び
検
討
を
経
て

か
ら
立
法
化
を
申
請
す
る
項
目
)
に
組
み
入
れ

る
。
そ
し
て
、
第
八

期
全
人
代
第
四
回
会
議

(九
六
年
)
で
、
漸
江
省
の
代
表

三
二
人
お

よ
び
山
東
省

の
代
表
三

一
人
が
別

々
に
供
錆
合
作
社
法

の
立
法
化
を

提
案

し
た
と

い
う
。
そ
し
て
、
九
八
年

一
二
月
に
中
共
中
央
は
、

「中
共
全
国
人
大
党
組
に
よ
る
第
九
期
全
人
代

常
務
委
員
会
の
立
法

計
画

に
関
す
る
指
示
」

の
中

で
、
供
錆
合
作
社
法
を
立
法
計
画

の
中

に
組

み
入
れ
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

そ
の
後
、
二
〇
〇

一
年
四
月
に
、
全
国
供
鎗
総
社

の
党
組
書
記
兼

ム　
　

副
主
任
の
王
金
山
ら
が
、
全
人
代
常
務
委
員
会

の
専
門
委
員
会
の

一

つ
で
あ
る

「農
業
与
農
村
委
員
会
」
(農
業
お

よ
び
農
村
委
員
会
)

で
、
供
錆
社
の
情
勢
を
報
告
し
た
と
き
、
合
作
社

の
立
法
工
作
が
差
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し
迫

っ
た
重
要
な
課
題
と
し
て
建
議
し
た
。
当
委
員
会
で
は

一
致
し

た
賛
成
が
得
ら
れ
、
委
員
会
主
任

の
高
徳
占
は
、
供
錆
総
社
が
先
ん

じ
て
関
係
立
法
の
調
査
研
究
と
起
草
工
作
に
取
り
か
か
る
よ
う
に
指

示
し
た
と

い
う

[評
論
員

二
〇
〇

一
"
四
]。

た
だ
し
、
〇

一
年
九
月
に
全
国
供
錆
総
社

・
合
作
指
導
部
か
ら
の

ヒ
ア
リ
ン
グ

で
は
、
九
五
年

の
専
門
家
会
議

の
見
解
と
は
異
な

っ

て
、
供
錆
社
単
独
の
立
法
措
置
は
、
他
の
信
用
、
消
費
、
手
工
業
等

合
作
社
と

の
か
ね
合
い
か
ら
、
結
果
的
に
は
統

一
合
作
社
法

の
制
定

に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。

こ
の
点
に
関
連
し

て
、
上
述

の

「農
業
与
農
村
委
員
会
」
の
場
で
、
王
金
山
は
次

の
よ

う
な
興
味
深

い
提
案
を
し
て
い
る
。

各
種
合
作
社
は
関
係
行
政
系
列
別

に
管
轄
さ
れ
て
い
る
た
め
、
合

作
社
間
の
横
の
連
携

に
欠
け
、
供
錆
社
以
外
は
中
央
指
導
機
関
も
な

く
、
そ
の
運
営
規
範
や
管
理
体
制
は
無
秩
序
に
な

っ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
管
轄
行
政
部
署
に
と
ら
わ
れ
ず
、
各
種
合
作
社
の
統

一
指
導
機

関
と
し
て
全
国
供
錆
総
社
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
さ
ら

に
、
合
作
社

の
発
展
に
と

っ
て
資
金
調
達
問
題
が
大
き
な
制
約
と

な

っ
て
い
る
と
し
て
、
将
来
的
に
、
供
錆
社
を
含
む
各
種
合
作
社
と

信
用
社
と

の
経
済
的
結

合
を
提
案

し
て
い
る

[王

二
〇
〇

一
二

九
]。

こ
の
よ
う
な
統

一
合
作
社
法

の
志
向
に
は
、
新
旧
各
種
合
作

社
全
体
の
統
合

・
指
導
機
関
た
ら
ん
と
す
る
全
国
総
社
自
身
の
思
惑

が
働

い
て
い
る
よ
う
だ
。
た
だ
し
最
近
の
情
報
で
は
、
供
錆
合
作
社

法

(な
い
し
統

一
合
作
社
法
)

の
制
定
は
当
分
、
見
送
ら
れ
た
よ
う

で
あ
る
。

そ
し
て
現
在
、
全
人
代
常
務
委
員
会
で
、
農
民
専
業
合
作
社
を
対

象
と
し
た

「農
民
専
業
合
作
経
済
組
織
法
」

の
制
定
化
が
進
行
し
て

い
る
。
直
接
的
に
は
以
下

の
よ
う
な
経
過
で
進

展
し
て
い
っ
た
。

ま
ず
、
中
国
の
農
業
法
は
九
三
年

に
制
定

さ
れ
た
の
だ
が
、
〇
二

年

一
二
月
に
改
正
さ
れ
て
お
り

(〇
三
年
三
月
よ
り
施
行
)、
そ
の

さ

い
、

「農
業
生
産
経
営
組
織
」
の

一
つ
の
展
開
形
態
と
し
て

「農

民
専
業
合
作
経
済
組
織
」
を
高
く
意
義
づ
け
た
。
そ
の
改
正
農
業
法

の
第

一
一
条

で
は
、
農
民
専
業
合
作
経
済
組
織

に

つ
い
て
次

の
よ
う

に
規
定
し
て
い
る
。

国
家

は
、
家
庭
生
産
請
負
制
を
基
礎

に
し
て
農
民
に
よ
る
各

種
専
業
合
作
経
済
組
織

の
自
主
的
な
設
立

を
奨
励
す
る
。
農
民

専
業
合
作
経
済
組
織
は
、
成
員

へ
の
サ

ー
ビ
ス
を
目
的
に
、
加

入
脱
退

の
自
由
、
民
主
的
管
理
、
剰
余
金
還
元
の
原
則
に
基
づ

い
て
、
法
に
基
づ
く
定
款
規
定
の
範
囲
内

で
農
業
生
産
経
営
と

サ
ー
ビ
ス
活
動
を
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
農
民
専
業

合
作
経
済
組
織
は
、
多
様
な
形
式
に
よ

っ
て
、
法
に
基
づ

い
て

成
立
、
登
記
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

い
か
な
る
組
織
と
個

人
も
、
農
民
専
業
合
作
経
済
組
織
の
財
産

お
よ
び
経
営
自
主
権

を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
農
民
専
業
合
作
経
済
組
織
に
対
す
る
農

業
法
で
の
高

い
位
置

づ
け
が
、
先
述

の
よ
う
に
政
府
に
よ
る
支
援
強

化
の
背
景
に
も
な

っ

た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
立
法
化
の
動
き
に
拍
車

が
か
か
っ
た
よ
う
で

t36



あ
る
。
こ
こ
で
、
第
九
期
全
国
人
民
代
表
大
会
第
五
回
会
議
主
席
団

か
ら
提
出

さ
れ
た
議
案
に
対
し
て
、
農
業
与
農
村
委
員
会
が
〇

二
年

八
月
に
第

三

一
回
全
体
会
議
を
招
集
し
審
議
し
て
お
り
、
そ
の
報
告

ム
ら
　

が
中
国
政
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中

(第

七
項
目
)

で
、
農
民
専
業
合
作
組
織
の
立
法
化
に
関
す
る
記
事
が
あ

る
。そ

れ
に
よ
れ
ば
、
楊
振
懐
等

三
四
名

の
代
表
が

「農
民
専
業
合
作

経
済
組
織
法
」
の
制
定
を
、
梅
芳
等
三
六
名

の
代
表
が

「農
村
合
作

経
済
組
織
法
」
の
制
定
を
建
議

し
た
と
あ
る
。
ま
た
、
農
業
部
お
よ

び
国
務
院

は
、

「農
村
合
作
経
済
組
織
と
農
民
専
業
合
作
経
済
組
織

は
、
農
業

お
よ
び
農
村
経
済

の
発
展
、
農
民
生
活
改
善
等
の
方
面

に

お
い
て
積
極
的
な
機
能
を
発
揮
し
て
お
り
、
立
法
に
よ

っ
て
合
作
経

済
組
織
に
対
し
て
規
範
に
合
わ

せ
て
十
分
に
指
導
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
提

言
す
る
。
そ
し
て
、
農
業
部
も

「農
民
専
業
合
作
経
済
組

織
法
」
の
制
定
を
建
議
し
た
と

い
う
。

こ
れ
ら

の
要
請
に
対
し
て
同
委
員
会
は
、
農
業
部
お
よ
び
国
務
院

の
農
民
合
作
経
済
組
織
に
対
す
る
評
価
に
同
意
し
、
ま
た
、
当
時
の

農
業
法
改
正
草
案
に
お
い
て
も
農
民
専
業
合
作
経
済
組
織
に
対
す
る

原
則
や
権
益
保
護
等
を
規
定

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
す
み
や
か
に

「農
民
専
業
合
作
経
済
組
織
法
」

の
起
草
工
作
を
開
始
し
、
第

一
〇

期
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
の
立
法
企
画

に
組
み
入
れ
る
こ

と
を
建
議
す
る
と

い
う
。

そ

の
後

、
「農
民
専
業
合
作
経
済
組
織
法
」
に
関
す
る
審
議
が
立

法
化
に
向
け
て
順
調
に
進
行
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
筆
者
は
、
最

近
、
年
内
に
も
制
定
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
こ
と
を
中
国
の
研
究
者

や
供
錆
社
関
係
者
か
ら
聞

い
て
い
る
。
現
時
点

(〇
六
年
七
月
末
)

で

「農
民
専
業
合
作
経
済
組
織
法
」
の
内
容

に

つ
い
て
は
不
明
な

の

だ
が
、
〇
六
年

一
月
に
農
業
部
は

「農
民
専
業
合
作
経
済
組
織
示
範

章
程

(試
行
)」
を
制
定
し
て
い
る
。
新
法
起
草
案

の
策
定
に
は
農

業
部
関
係
者
も
参
加
し
て
お
り
、
新
法

の
内
容

も
こ
の

「示
範
章

程
」
の
内
容
と
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
差
異
は
な
い
と
予
想
さ
れ
る
。

そ
の
模
範
定
款
は
、
第

一
章

(総
則
)、
第

二
章

(成
員
)、
第
三

章

(組
織
機
構
)
、
第
四
章

(財
務
と
剰
余
金

還
元
)
、
第
五
章

(変

更

・
解
散

・
清
算

・
終
止
)、
第
六
章

(付
則

)
の
六

一
条

で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、

一
般
的
な
協
同
組
合
原
則
に
お
お
よ

そ
従

っ
て
お
り
、
役
員
選
出
や
運
営
方
式
に
お

い
て
我
が
国
農
協

の

模
範
定
款

の
内
容
と
も
大
筋

で
似
て
い
る
。

い
ま
、
そ
の
特
徴
的
な

点
を
指
摘
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
事
業
内
容
に
お
い
て
金
融

・
共
済
事

業
を
含
ま
な
い
。
成

員
は
五
人
以
上
で
あ
る
こ
と
、
「出
資
」
に
際

し
て
は
、
利
用
高
比

例

の
出
資
方
法
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
「出
資
」
で
は
現
物

出
資
も
許
容
し
、

「会
費
」
で
も
よ

い
。
ま
た
、
関
連
企
業
か
ら
の

出
資
も
可
能
だ
が
、
成
員
の
出
資
額
が
全
出
資
額
の
五
〇
%
以
上
で

あ
る
こ
と
、

一
人

(団
体
)
当
た
り
出
資
額
も

一
〇
〇
分

の
二
〇
以

下
に
制
限
さ
れ
る
。
議
決
権
に
お
い
て
は
、

一
人

一
票
制

の
平
等
議

決
権

の
ほ
か
に
、
出
資
高
な
い
し
利
用
高

の
大
き

い
成
員
に
対
し
て
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は
付
加
議
決
権
も
許
容
し
て
い
る

(最
高
付
加
議
決
権

の
明
示
)
。

ま
た
、
総
会
で
の
剰
余
金
処
分
の
決
定
に
お
い
て
は
、

一
定

の
割

合

(最
低

限
を
明
示
)
を
成
員
の
教
育
研
修
活
動
や
福
利
事
業
、
生

活
互
助
等

の
た
め
に
留
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
剰
余
金
の
還
元

方
法
と
し

て
は
、
出
資
配
当
と
利
用
高
配
当
を
規
定
し
て
い
る
。

な
お
、
解
散
や
破
産
精
算
時
の
残
余
財
産

の
処
分
に
お
い
て
、
合

作
組
織

の
財
産
形
成

に
お
い
て
は
国
家

の
財
政
補
助
も
寄
与
し
て
い

る
の
で
、
当
該
成
員
に
分
配
し
て
は
な
ら
ず
、
社
会
に
寄
贈
す
る
こ

と
を
規
定

し
て
い
る
。
従

っ
て
、
内
部
留
保

(積
立
金
等
)
は

「不

分
割
資
本

」
(社
会
資
本
)
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の

点
で
、
九

五
年
改
訂

の
新
I
C
A
原
則

(第
三
原
則
)
に
忠
実
と

い

え
る
か
も
し
れ
な

い
。
他
方
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
剰
余
金
処
分
に

お
け
る
福

利
事
業
や
生
活
互
助
等

へ
の
留
保
規
定
と
併
せ
て
、
そ
の

「不
分
割

資
本
」
規
定

に
集
団
所
有
制
経
済

の
片
鱗
を
認
め
る
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
農
業
部
の
模
範
定
款
に
は
、
I
C
A
原
則
や

海
外
農
協

の
運
営
原
則
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
制
度
的
に
は
前
述

の

「協
同
組

合
型
」

へ
の
展
開
を
明
確
に
志
向
し

て
い
る
と

い
え
よ

う
。

む
す
び
1

中
国
農
民
協
同
組
合
の
展
望
1

以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
現
在

の
中
国
に
お
い
て
、
供
錆
社
等

を
含
む
農
村
合
作
社
が
本
来

の
協
同
組
合
と

し
て
展
開
し
う
る
た
め

に
、
そ
の
社
会
制
度
的
条
件

に
つ
い
て
指
摘

し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
都
市
に
比

べ
て
社
会
経
済
的
地
位

の
著
し
く
低
い
中
国
農

村

・
農
民
の
現
状
か
ら
す
れ
ば
、
協
同
組
合

の
存
立
を
社
会
的
に
認

知
し
、
取
引
条
件
や
資
金
調
達

・
税
制
等

に
お
い
て
、
地
方
お
よ
び

中
央
政
府
の
支
援
が
必
須
で
あ
る
。
特
に
地
方
行
政
か
ら
は
、
設
立

時

の
法
的
認
可
や
要
素
調
達
等

の
過
程

で
イ

ン
フ
ォ
ー

マ
ル
な
助
成

を
必
要
と
す
る
場
合
が
多

い
。
た
だ
し
、
行
政

の
支
援
は
経
営
干
渉

の
契
機
に
も
転
化
す
る
。
そ
こ
で
、
農
民
専
業
合
作
社
等
を
制
度
的

に
保
護
す
る
強
力
な
規
範

が
必
要
と
な
る
。
と
り
わ
け
、
農
業
部
や

地
方
政
府
、
供
錆
社
系
統
等
が
制
定
し
た
専
業
合
作
社
に
関
す
る
諸

規
則

・
章
程
等
の
実
効
性
を
高
め
、
ま
た
、
形
式
的
規
則

(建
前
)

と
官
僚

の
実
行
支
配

(現
実
)
の
乖
離
を
埋
め

る
意
味
で
も
、
中
央

政
府
に
よ
る

「合
作
社
法
」

の
制
定
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
さ
い
、
現
在

の
中
国
で

「合
作
社
法
」
を
制
定
し
よ
う
と
す

る
と
き
、
現
行
規
定

の

「合
作
社
11
集
団
所
有
制
経
済
」
を
否
定
す

る
か
ど
う
か
。
ま
た
、
そ
れ
と
関
連
し
て
、
党

・
政
府

の

「指
導

性
」

の
範
囲
を
ど
こ
ま
で
許
容
し
そ
れ
を
明
記

す
る
の
か
、
あ
る
い

は
集
団
経
済
と
し
て
既
存

の
供
錆
社
お
よ
び
信

用
社
と
同
様
に

「党

組
」

の
設
置
を
義
務
づ
け

る
の
か
、
等
々
と

い
う
問
題

に
直
面
す

る
。
新
法
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

一
部
の
専
業
合
作
社
に
せ
っ
か
く

芽
生
え
た
農
民
合
作
性
が
、
党

・
政
府

の
指
導

(領
導
)
に
よ

っ
て

ス
ポ
イ
ル
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

こ
の
点
で
、
年
内

に
制
定
さ
れ
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る
予
定

の

「農
民
専
業
合
作
経

済
組
織
法
」

の
内
容
が
注
目
さ
れ

る
。と

こ
ろ

で
、
中
国
農
村

の

「人
治
」
風
土

の
根
強
さ
か
ら
、
法
規

の
制
定
だ

け
で
行
政
干
渉
を
防
げ

る
も
の
で
は
な

い
。
究
極
的
に

は
、
基
層

政
権

に
お
け
る

「村

民
自
治
」
の
実
質
的
拡
大
と
と
も

に
、
行
政
干
渉
を
牽
制
し
農
民
の
利
害
追
求

の
た
め
に
、
地
方

・
中

央
政
府

に
対
す
る
政
策
反
映
機
構

(圧
力
団
体
)
の
形
成
が
必
要
と

な
る
。
こ
の
点

で
、
日
本
で
は
、
農
協

(農
民
)
と
行
政

(官
僚
)、

政
党

(議
員
)
の
間

に
、
い
わ
ば

「三
す
く
み
」

の
権
力
構
造
が
形

成
さ
れ
て

い
る
。
政
府
は
補
助
事
業
や
政
令
、
行
政
指
導
等

に
基
づ

い
て
、
農
協

に
対
し
て
農
政
業
務

の
下
請
け

(協
力
)
を
負
わ
せ
る

権
力
を
も

っ
て
い
る
。
他
方
、
農
協
系
統
は
、
そ
の
組
織
力
に
よ
り

国
会

・
地
方
議
会
議
員
の
選
挙
や
陳
情
運
動
で
政
党
に
対
し
て
強

い

影
響
力
が
あ
り
、
彼
ら
を
介
し
て
組
織
の
利
害
を
政
策
に

一
定
程
度

反
映
さ
せ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
権
力
バ
ラ
ン
ス
構
造
に
よ
る
相
互

牽
制
が
、
農
協
に
対
す
る
政
府
の
経
営
干
渉
や
行
政
下
請
け
の
強
制

に
対
す
る
歯
止
め
と
な
り
、
他
方
、
農
協
法

の
趣
旨
や
制
度
的
規
制

を
逸
脱
し
た
農
協
運
動
の

「組
織

エ
ゴ
」
を
抑
制
さ
せ
て
い
る
。

以
上

の
観
点
に
立
て
ば
、
行
政
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
他
方
で
政

府

・
政
党

に
対
す
る
牽
制
力
を
も
た
な
い
限
り
、
中
央
に
対
す
る
農

民

・
農
村

の
発
言
力
が
過
去

・
現
在
と
も
都
市
に
比
べ
て
著

し
く
差

別
さ
れ
て
い
る
中
国
に
お
い
て
、
自
立
し
た
農
民
合
作
社

の
展
望
は

難
し
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
中
国
で
は
、
党

・
政
府

の
干
渉
し
な

い
社
会
団
体
や
自
治
組
織
が
存
在
し
た
経
験
を
も
た
な
か

っ
た
。
最

近
、
中
国
農
業
部

で
は
、
産
業
政
策
の
浸
透
上

の
便
宜
性
か
ら
か
、

民
間

の
各
種
業
界
団
体

(行
業
協
会
)
の
設
立

を
促
進
し
て
い
る
。

た
だ
し
そ
れ
は
、
政
策
要
求
も
行
う
自
主
的
な
民
間
団
体
と
い
う
よ

バ
　
　

り
、
政
府
協
力
組
織
と

い
う
性
格
が
濃
厚
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意

味

に
お

い
て
、
本
来
的
な
意
味
で
の
農
民
協
同
組
合

の
展
開
可
能
性

は
、
今
後

の
政
治
体
制

の
改
革
動
向
に
も
左
右
さ
れ
て
い
る
と

い
え

よ
う
。

注〈1
>

供
鎗
社
の
企
業
形
態
的
性
格
や
展
開
形
態
に
つ
い
て
は
、
青
柳

[二
〇
〇
二
]
を
参
照
さ
れ
た
い
。

〈2
>

先
進
事
例
を
ル
ポ
し
た
太
田
原

・
朴

[X
10
0

1
]
や
供
錆
社

の
対
比
で
農
民
専
業
合
作
社
の
制
度
的
特
質
を
解
明
し
た
青
柳

[二

〇
〇
二
]
(第

=
二
章
、
第

一
四
章
)
が
あ
る
。
な
お
、
本
稿
は
青

柳

[二
〇
〇
二
]
(第

=
二
章
、
第

一
四
章
)
の
引
用

・
加
筆
に
基

づ
い
て
い
る
。

〈3
>

全
人
代
農
業
与
農
村
委
員
会
の
委
員
で
あ
る
劉
振
偉
は
、
現
行

憲
法
の
規
定
に
沿

っ
て
、
農
民
専
業
合
作
社
を
集
団
所
有
制
経
済
の

一
形
態
と
み
な
し
、
さ
ら
に
人
民
公
社
と

の
相
違
を
特
徴
づ
け
る

[劉

二
〇
〇
四

"
六
]。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
本
稿
で
指

摘
す
る
よ
う
な
論
理
的
矛
盾
が
あ
る
。

〈
4
>

全
人
代
常
務
委
員
会
に
九
つ
あ
る
専
門
委
員
会
は
常
設
機
関
で
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あ

り

、
法
案

の
研
究

や
起

草
、

審
議

を
主

な
職

責

と

し

て

い
る
。

〈
5

>

「第

九
期

全
国

人

民
代
表

大

会

第

五

回
会

議

主
席

団

が
交

付

し

た

代
表

議
案

の
審
議

結
果

に
関

す

る
全

国
人

大
農

業
与

農
村

委
員
会

の
報

告

」

(
〇

二
年

一
〇

月

二

八

日
)

(h
tt
p
://w
w
w
law
-li
b
.co
m
)

に
よ

る
。

〈
6

>

中

国

に
お
け

る
農
業

・
食

品
関

連
業

界

の
業

界

団
体

の
動
向

に

つ
い

て
は
、
課
題
組

[
二
〇

〇

四
]
が
参

考

に
な

る
。
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